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第１章 稲城市介護支援ボランティア制度の概要等（平成２４年度） 

 

１ 介護支援ボランティア制度の具体的内容 

 

 稲城市の介護支援ボランティア制度は、介護保険法(平成９年法律第 123 号)

第 115 条の 44 第１項に規定する介護予防事業として、高齢者が介護支援ボラン

ティア活動を通して地域貢献することを奨励及び支援し、高齢者自身の社会参

加活動を通した介護予防を推進するために実施する事業である。 

 具体的には、高齢者が行った介護支援ボランティア活動の実績を評価したう

えで評価ポイントを付与し、その高齢者の申出により、当該評価ポイントを換

金した介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金を交付するものである。 

 この介護支援ボランティアの対象となる高齢者は、稲城市における介護保険

第１号被保険者とし、介護支援ボランティアの対象となる事業及び活動は市長

が指定するものとしている。また、介護支援ボランティアは、市長の指定を受

けた介護支援ボランティア受入機関等で介護支援ボランティア活動を行う。 

 

 

２ 基本方針 

 

 稲城市の介護支援ボランティア制度では、次の基本方針を定めている。 

 

基本方針 

 

・介護支援ボランティア制度は、高齢者がボランティア精神を尊重し、地域におい

て高齢者自らの介護予防を推進するように配慮した運営がなされなければならな

い。 

 

・介護支援ボランティア制度の実施に当たっては、個人情報保護に留意しなければ

ならない。 

 

・介護支援ボランティア制度の運営に当たっては、次の効果を上げることができる

よう配慮しなければならない。 

 (1) 地域ケアの推進に不可欠な住民参加に関する認識が高まること。 

 (2) 社会参加活動等に参加する元気な高齢者が増加すること。 

 (3) 要介護高齢者等に対する介護支援ボランティア活動に関心が高まること。 

 (4) 介護給付費等の抑制につながること。 

 



（参考） 

 稲城市介護支援ボランティア制度の概要（平成 24 年度）  

１ 概要 

 高齢者の介護支援ボランティア活動実績を評価したうえで評価ポイントを付与し、当該高齢者の申出に

より、当該評価ポイントを換金した「介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金」を交付する制度（一

定の社会参加活動をした者に対し、活動実績に応じて、実質的に保険料負担を軽減するもの。）。 

２ 目的 

 高齢者が介護支援ボランティア活動を通じて地域貢献することを積極的に奨励・支援し、高齢者自身の

社会参加活動を通じた介護予防を推進するため、市民の共同連帯の理念に基づき稲城市介護支援ボランテ

ィア制度を設け、もっていきいきとした地域社会となることを目的とする。 

３ 内容 

(1) 制度根拠 
介護保険法第 115 条の 44 第１項、地域支援事業実施要綱別記 1(2)イ(イ)③、 

稲城市介護保険条例第 15 条の 6、稲城市介護支援ボランティア制度実施要綱 

(2) 
介護支援 

ボランティア 

稲城市の介護保険第１号被保険者 

あらかじめ管理機関へ登録が必要 

(3) 
介護支援 

ボランティア活動 

 

稲城市長が指定する介護支援ボランティア事業及び活動 

 

① 介護保険対象施設 ① レクリエーション等の指導、参加支援

② 稲城市が委託する地域支 ② お茶だしや食堂内の配膳・下膳などの補助

援事業（介護予防事業） ③ 喫茶などの運営補助

③ ふれあいセンター ④ 散歩、外出、館内移動の補助

④ 高齢者会食会 ⑤ 模擬店、会場設営、利用者の移動補助、芸能披露などの

⑤ その他 行事の手伝い

⑥ 話し相手

⑦ その他施設職員と共に行う軽微かつ補助的な活動

（例－草刈、洗濯物の整理、シーツ交換など）

⑧ その他

（例－ごみ出しなどのちょっとしたボランティアなど）

　事　業 活　動

 
 

(4) 活動実績の把握 介護支援ボランティアが持参する介護支援ボランティア手帳に活動確認スタンプを押印。 

(5) 
評価ポイント 

の付与 

介護支援ボランティア手帳に押印されたスタンプの数に応じて最大 5,000 ポイントの評価ポイン

トを付与。 

(6) 
評価ポイント 

転換交付金 

介護支援ボランティア手帳を添えて、評価ポイント活用を申し出る。 

交付額は、年間最大で 5,000 円。 

(7) その他 介護保険料の未納又は滞納の場合、適用しない。 

４ 財源等   市から管理機関へ交付する介護保険地域支援事業介護予防事業一般高齢者施策（平成２

２年８月６日より「一次予防に関わる事業」へ名称変更）に係る地域支援事業交付金を

活用する。 

５ 管理機関  稲城市社会福祉協議会（評価ポイントの管理、付与等） 

６ 施行日   平成１９年９月１日 



３ 管理機関 

  

 稲城市の介護支援ボランティア制度では、介護支援ボランティアの登録、介

護支援ボランティア手帳の交付、介護支援ボランティア評価ポイントの付与及

び管理並びに介護支援ボランティア評価ポイント基金管理の業務は、介護支援

ボランティア管理機関が行う。この管理機関は、稲城市社会福祉協議会とし、

稲城市からの委託を受けて管理機関としての業務を行う。 

 

 

４ 介護支援ボランティア受入機関等 

 

 稲城市介護支援ボランティア制度では、介護支援ボランティアの活動先は市

長が指定を行う。この活動先を「介護支援ボランティア受入機関等」と称し、

介護支援ボランティアの対象となる事業及び活動についての指定を受ける。 

 

 介護支援ボランティアの対象となる事業及び活動の指定要件 

１ 稲城市内の施設又は場所における活動であること。 

２ 介護保険事業に関する活動であること。 

３ ホームヘルプサービスで行うべき業務の代替でないこと。 

４ 事業所等が本来行うべき業務の代替でないこと。 

５ 活動の結果、一定の介護予防の効果が見込まれること。 

 

 受入機関等がこの指定を受けようとするときは、市長へ申請しなければなら

ない。市長は、この申請に基づき指定し、又は却下したときは、申請者に通知

する。 

 また、市長は、既に指定を受けていた介護支援ボランティアの対象となる事

業及び活動について、その指定を取り消したときは指定を受けていた者に通知

する。 

 受入機関等は、介護支援ボランティアが活動を行った場合は、当該活動時間

等に応じ、回数を単位として評価する。受入機関等は、介護支援ボランティア

活動を１時間につき１回として評価する。ただし、介護支援ボランティア活動

を１日において２時間以上行った場合又は２か所以上で行った場合については、

当該活動を２回までとして評価する。この評価の方法は、介護支援ボランティ

ア手帳に活動確認スタンプを押印することによって行う。ただし、受入機関が

社会福祉協議会のごみ出しなどのちょっとしたボランティアは継続的な活動に

ついて週１回以上の活動を（回数に関わらず）１回として評価するものとする。 



５ 介護支援ボランティア活動実績の把握 

 

 介護支援ボランティア活動を行おうとする者は、介護支援ボランティア登録

申請書を管理機関に提出し、管理機関は、介護支援ボランティアに対し、介護

支援ボランティア手帳を交付する。 

 管理機関は、前年度の活動実績について、介護支援ボランティア手帳に押印

されたスタンプの数に応じて評価ポイントを付与することができる。評価ポイ

ントの付与を行ったときは、介護支援ボランティア手帳に介護支援ボランティ

ア活動評価ポイント付与認証印を押印する。 

 介護支援ボランティア手帳は、「健康に心配なし（梨）手帳」と称し、オリジ

ナルのマークを入れた。また、Ｊリーグサッカーチーム「東京ヴェルディ」が

介護支援ボランティア制度を応援していることから、ロゴが記載されている。 

 介護支援ボランティア手帳には、介護支援ボランティアの利便を図るため、

登録事項、制度解説、Ｑ＆Ａ、ボランティア活動の心得、ボランティア活動保

険について、稲城市介護支援ボランティア制度実施要綱、スタンプ押印欄ペー

ジ、評価ポイント記録簿、介護支援ボランティア活動評価ポイント活用申出書、

介護支援ボランティア登録申請書、介護支援ボランティア活動先一覧が収録さ

れている。 

 

 

６ 評価ポイント 

 

 評価ポイントの付与基準は次のとおりとする。 

活動実績 付与する評価ポイント 

10 回から 19 回まで 1,000 ポイント 

20 回から 29 回まで 2,000 ポイント 

30 回から 39 回まで 3,000 ポイント 

40 回から 49 回まで 4,000 ポイント 

50 回以上 5,000 ポイント 

 

 活動実績及び評価ポイントは、第三者へ譲渡することはできない。管理機関

は、介護支援ボランティアに付与した評価ポイント数、活用ポイント数及び差

し引き残高ポイント数について、当該付与の日から介護支援ボランティア制度

の廃止の日後２年を経過する日まで、継続的に管理するものとする。 

 

 



７ 評価ポイント転換交付金 

 

 評価ポイントを活用して評価ポイント転換交付金の交付を受けようとする介

護支援ボランティアは、介護支援ボランティア手帳を添えて市長に申出るもの

とする。ただし、介護支援ボランティアの介護保険料にかかる未納又は滞納が

ある場合は、当該評価ポイント転換交付金は交付しない。 

 市長は、この申出があった場合、介護保険料に係る未納又は滞納が無いとき

は、介護支援ボランティア手帳を添付のうえ、管理機関へ伝達するものとする。 

 管理機関は、この伝達に基づき、その評価ポイント活用の申出者の蓄積した

評価ポイントを換金し、年度ごとに 5,000 円を限度として、評価ポイント活用

の申出者に対して介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金を交付する。 

 介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金の算定基準は、次のとおりと

する。 

 

評価ポイント 
介護支援ボランティア 

評価ポイント転換交付金 

1,000 ポイント 1,000 円 

2,000 ポイント 2,000 円 

3,000 ポイント 3,000 円 

4,000 ポイント 4,000 円 

5,000 ポイント 5,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 市民への制度周知方法 

 

 稲城市広報いなぎ（平成２４年１１月１日介護予防特集号）により市民への

周知を行った。 

 
広報いなぎ 平成２４年１１月１日介護予防特集号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



いなぎ社協だよりふれあい通信（平成２４年１０月号、平成２５年２月号）に

より市民への周知を行った。 

 
いなぎ社協だより「ふれあい通信」平成２４年１０月号 



 

いなぎ社協だより「ふれあい通信」平成２５年２月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９ ２４年度実施に際してのスケジュール 

 

 ２４年度実施に際してのスケジュールは、概ね以下のとおりである。 

      

平成２４年４月 ・管理機関委託契約（稲城市・管理機関（社会福祉協議会）） 

        ・評価ポイント付与開始 

     ７月 ・評価ポイント転換交付金申請受付開始 

     ８月 ・転換交付金交付開始 

    １０月 ・介護支援ボランティア受入機関等意見交換会実施 

    １１月 ・東京ヴェルディ試合観戦特別プラン無料招待 

平成２５年３月 ・地域支援事業交付金精算 

（稲城市・管理機関（社会福祉協議会）） 

 

 

 

 

１０ ２３年度決算額、平成２４年度決算見込み額及び平成２５年度予算額 

 

 

平成２３年度決算額  １，４８８，０７８円（管理機関への委託）    

委 託 料 の 積 算 内 訳  金 額  

需用費（消耗品費） 

  事務用消耗品（用紙、インク、ファイル等） １８０，４４７円

役務費 

  振込手数料 

  郵送料 

８７，８８５円

３３，７２２円

使用料及び賃借料 

 パソコンリース料 ４４，１００円

負担金補助及び交付金 

  転換交付金 ９４８，０００円

事務管理料 

 １６０，０００円

消費税 

   ３３，９２４円

 

 

 

 

 

 



 

 

 

平成２４年度決算見込み額  １，６４０，３８６円（管理機関への委託）    

委 託 料 の 積 算 内 訳  金 額  

需用費（消耗品費） 

  事務用消耗品（用紙、インク、ファイル等） １８１，２２７円

役務費 

  振込手数料 

  郵送料 

１１４，７６５円

３５，１２３円

使用料及び賃借料 

 パソコンリース料 ４４，１００円

負担金補助及び交付金 

  転換交付金 １，０７２，０００円

事務管理料 

 １６０，０００円

消費税 

   ３３，１７１円

 

 

 

 

 

平成２５年度予算額  １，８０５，０００円（管理機関への委託）    

委 託 料 の 積 算 内 訳  金 額  

需用費（消耗品費） 

  事務用消耗品（用紙、インク、ファイル等） １８６，６２０円

役務費 

  振込手数料 

  郵送料 

１３２，３００円

３７，６００円

使用料及び賃借料 

 パソコンリース料 ４４，１００円

負担金補助及び交付金 

  転換交付金 １，２００，０００円

事務管理料 

 １６０，０６２円

消費税・印紙税 

   ４３，４５８円



第２章 稲城市介護支援ボランティア実施状況（平成２４年度） 

 

１ 介護支援ボランティア登録者数の状況 

 

 介護支援ボランティア登録者数は５２１人（うち昨年度末登録者は４６８人、

今年度新規登録者は５３人、平成２５年３月３１日現在で転出や死亡等による

資格喪失者は２５人）であった。登録者の年齢構成は、次表のとおりである。 

                       （平成 25 年 3 月 31 日現在） 

年齢区分（才） 
男性 女性 全体 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 

  ６５－６９ 9 人 1.8% 86 人 17.3% 95 人 19.2%

  ７０－７４ 27 人 5.5% 154 人 31.0% 181 人 36.5%

  ７５－７９ 29 人 5.9% 100 人 20.1% 129 人 26.0%

  ８０－８４ 24 人 4.8% 44 人 8.9% 68 人 13.7%

  ８５－   3 人 0.6% 20 人 4% 23 人 4.6%

合 計 92 人 18.5% 404 人 81.5% 496 人 100.0%

 

２ 介護支援ボランティアの評価ポイント付与状況及び交付金申請者 

 

 平成２４年度登録者５２１人のうち評価ポイント申請者数 

 

   

 平成２４年度登録者５２１人のうち交付金申請者数 

 

 

1,000 ポイント 26 人 26,000 ポイント 

2,000 ポイント 42 人 84,000 ポイント 

3,000 ポイント 39 人 117,000 ポイント 

4,000 ポイント 24 人 96,000 ポイント 

5,000 ポイント 125 人 625,000 ポイント 

合 計 256 人 948,000 ポイント 

1,000 ポイント（＝1,000 円） 26 人 26,000 円 

2,000 ポイント（＝2,000 円） 42 人 84,000 円 

3,000 ポイント（＝3,000 円） 39 人 117,000 円 

4,000 ポイント（＝4,000 円） 24 人 96,000 円 

5,000 ポイント（＝5,000 円） 125 人 625,000 円 

合 計 256 人 948,000 円 



３ 介護支援ボランティア受入機関等数の状況 

 

 介護支援ボランティア受入指定を受けた団体は２１団体であった。 

 内訳は、社会福祉法人が６団体、株式会社が５団体、ＮＰＯ法人が４団体、

医療法人が１団体、公共団体が１団体、有限会社が１団体、その他の団体が２

団体であった。 

 指定を受けた活動内容は、「（１）レクリエーション等の指導、参加支援」が

１９団体、「（２）お茶だし、食堂内の配膳、下膳などの補助」が１２団体、「（３）

喫茶などの運営補助」が１０団体、「（４）散歩、外出、館内移動の補助」が１

３団体、「（５）行事等の手伝い（模擬店、会場設営、利用者の移動補助、芸能

披露など）」が１７団体、「（６）話し相手」が１６団体、「（７）その他施設職

員とともに行う軽微かつ補助的な活動」が１４団体、「（８）その他（ゴミ出し

などのちょっとしたボランティアなど）」が１団体であった。 

 

 

 



（参考）  介護支援ボランティアの受け入れ団体の指定申請の受付状況 

指定団体名など（全 21 団体）
活動内容（※） 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8)

稲城市（介護予防推進事業）     対象    

稲城市社会福祉協議会 

（ふれあいセンター事業） 
対象    対象 対象 対象 対象

ペアウェル多摩川 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

ＮＰＯ法人 支え合う会みのり 

（高齢者会食会など） 
対象 対象  対象 対象 対象 対象  

ベストライフたま 対象  対象 対象 対象 対象 対象  

平尾会（ひらお苑） 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

博愛会（ハーモニー松葉） 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

いなぎ苑 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

いなぎ正吉苑 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

NPO 法人 NPO ふれあい広場 

ポーポーの木 
対象  対象  対象    

ヒルトップロマン 対象 対象  対象 対象 対象 対象  

ニチイホーム稲城（旧桜湯園稲城） 対象     対象 対象  

稲城市赤十字奉仕団 対象    対象    

ＮＰＯ法人 はじめのいっぽ 対象 対象  対象 対象 対象   

アクアメイト稲城通所介護事業所 対象 対象  対象 対象 対象 対象  

Ｓアミーユ稲城矢野口 対象 対象 対象 対象  対象   

ＮＰＯ法人 稲城・なごみの家 対象 対象  対象 対象 対象 対象  

稲城市柔道接骨師会デイサービス 対象     対象 対象  

平尾ベルの会 対象  対象  対象    

やのくち正吉苑 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

ペアウェル矢野口 対象 対象 対象 対象 対象 対象 対象  

活動内容（※） （1） レクリエーシヨン等の指導、参加支援 

        （2） お茶出し、食堂内の配膳、下膳などの補助 

        （3） 喫茶などの運営補助 

        （4） 散歩、外出、館内移動の補助 

        （5） 行事等の手伝い (模擬店、会場設営、利用者の移動 

            補助、芸能披露など） 

        （6） 話し相手 

        （7） その他施設職員とともに行う軽微かつ補助的な活動 

（8） その他 

（ごみ出しなどのちょっとしたボランティアなど）



第３章 稲城市介護支援ボランティア実施状況アンケート調査（平成 24 年度） 

 

１ 調査目的 

介護支援ボランティア登録者について、介護支援ボランティア活動状況並

びに制度への感想・要望を明らかにし、今後の制度運営への資料とする。 

 

２ 調査方法等 

1. 調査対象 介護支援ボランティア登録者  

2. 調査方法 介護支援ボランティア手帳更新手続き時にお越しいただいた 

方にアンケート用紙を配布し、任意で回答を依頼 

3. 調査時期 平成 25 年 3 月 

4. 回収結果 有効回収数 99  

 

３ 調査結果 

 

1. 介護支援ボランティア制度について・・・大多数が良い制度であると評価

しているが、少数ながら見直しが必要と考える登録者もいる。 

 

2. 健康観の変化・・・半数以上の登録者が、「張り合いが出てきた」、「健康

になった」という良い健康観の変化を感じているが、変わらないと回答

した登録者も３割程度いる。 

 

3. 制度についての自由記載・・・肯定的な意見として、「活動先で会う利用者

の方が、次来ることを楽しみにしてくれているのがうれしい。」、「友達が沢山で

きたのがうれしい。」など。制度改善などについては、「ポイントを将来自分の

介護の時に使えるような制度に出来ると良い。」、「世代交代を考えて若い人

も増やして欲しい。」など。その他の意見としては、「他の市などから来ている

方も対象にしてほしい。」など。 

 

 

※アンケートの回答は一部修正、省略して掲載しています。 

 



介 護 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア 制 度 ア ン ケ ー ト  

  該当する項目に○印、またはご記入してください。 

１．介護支援ボランティア制度について、どのように思いますか。（ひとつのみ

回答） 

 ① 良い制度だと思う      ② 普通の制度だと思う 

 ③見直しが必要だと思う    ④ その他（          ） 
①良い制度だと思う ８９人 90.0％ ②普通の制度だと思う ４人 4.0％

③見直しが必要だと思う ５人 5.0％ ④その他 １人 1.0％

無回答 ０人 0％ 合計 ９９人 100％

 

2．（介護支援ボランティアを行われている方のみ）介護支援ボランティア

活動として、この活動を始める前と現在では、健康面や精神面に変化はあ

りましたか。（いくつでも回答可） 

 ① 張り合いが出てきた  ② 健康になった  ③ 変わらない 

 ④ 体調をくずした    ⑤ その他（           ） 

① 張り合いが出てきた ５８人 53.7％

② 健康になった １３人 12.0％

③ 変わらない ３４人 31.5％

④ 体調をくずした ０人 0％

⑤ その他 ３人 2.8％

無回答 ０人 0％

合計 １０８人 100％

 

3．介護支援ボランティア活動のために、実施してほしい研修がありますか。
（いくつでも回答可） 
① 基本的な研修（ボランティアの心得など） ② 活動施設の見学会  

③ 傾聴に関する研修 ④ その他（           ） 

⑤ 特になし  

① 基本的な研修（ボランティアの心得など） ２１人 21.4％

② 活動施設の見学会 ２７人 27.5％

③ 傾聴に関する研修 ９人 9.2％

④ その他 ０人 0％

⑤ 特になし ４１人 41.9％

合計 ９８人 100％

 



4．ボランティア制度についてご感想・ご意見などありましたら自由にご記入

ください。 

 

活動に関すること １４件 
デイサービス先で出会う利用者の方々が、この次いつ来るかと待って下さっていてうれ

しいです。 

月に一度皆様が楽しみに参加してくださるので、最高の笑顔でお会いできるよう日ごろ

から心がけております。いつも楽しみにしております。 

一昨年脳梗塞で倒れて右側半身がしびれて、現在も思うように動かなくなった。洗濯物

たたみをやらせていただき、手の運動としてとても助かっています。これからも続けたい

と思っています。よろしくお願いいたします。 

よい制度だと思います。 

友達が沢山できたのがうれしいです。これからも続けていきたいと思います。 

絵手紙の指導に関わっていますが、施設の方々が喜んで迎えてくれるので、やりがいが

あります。 

とてもよい制度だと思うので、自分のためにも出来るだけ協力して行きたいと思います。

ありがたいと思っています。いろいろお教えいただくことばかりです。 

大変よい制度だと思っています。私の場合、ボランティアは前から考えていましたが、よ

いきっかけになりました。市内で知り合いが増え、楽しみになりました。 

長く続いていると思う。続けて欲しい。 

とても大切な事業だと思います。 

ボランティア制度は支援している立場から言うと励みになるし喜んでいただけているのを

感じたりする。自分の喜びにもなる。素敵な笑顔に出会うとうれしくなる。 

自分にとってとても良い制度で、感謝しております。 

２０年以上ボランティアのお手伝いをさせていただいています。自分の生活の一部にな

っております。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

ボランティア受入機関やボランティアグループに関すること ６件 
ボランティアの心得を心得ていない人が多く見られる。 

年齢的に重労働になってきましたので、若い方に少しでも協力していただきたいと思い

ます。 

世代交代を考えて若いＰＴＡの方々へのボランティアの推進を切にお願いしたいと考え

ます。 

ボランティアをしたくても年齢的に出来なくなる人が多いので、若い人でもできるようにな

ったらよいと思う。 

ボランティアの活動内容を知る機会がもっと増えれば、他の活動への参加もできるよう

になるのではないかと思います。 

ボランティアの活動は若い人を募集して、５年先１０年先を考えていってください。 

 

 



健康・体調に関すること ３件 
楽しく行っていますので、自分の健康を気をつけて。 

まだ日が浅いのですが、健康があるうちは継続したいと思います。 

自分にとっても、張り合いが出るのでよいと思います。 

 

行政・制度に関すること １２件 
ボランティアした分、欲しいですが・・・。稲城市全体でどれ位の費用になっているのでし

ょうか。 

現金ではなくポイントに換えられたらよいなあと思います。 

更新手続きを年度内ですと３月中のポイントの合計にならないのでは・・・と思いますが。

傾聴に関する研修は枠が狭く、入れなかった。もう少し広げられないのか。 

本制度の広報をより多く。 

ポイントは年度ではなく、繰り越していけるとよい。 

大変良い制度と思います。今、元気でいられるときに先に恩返しと思ってやっています。

この活動が貯金のような型で、いつか自分がお世話になるときに使えるような制度であ

ったらなおいいと思います。 

あくまでもボランティア活動という事はわかりますが、足りない分や満たない分のポイント

を切り捨てるというのはどうも・・・。２年間くらいまでは継続して欲しい。 

これからの福祉制度は社会資源が必要になり、高齢社会に備えてボランティアが必要

になってくると思います。 

他県から長年来ている人がいます。その方の事を少し考えて欲しい。 

ボランティアは特別なことではないと思います。余りバリアーを作らないで自発的にでき

るように。また、反面難しい面もあります。ボランティアする側、される側の問題を感じま

した。 

ボランティアなのに、お金がいただけるということが他にはない事だと思っています。 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

 



第４章 稲城市介護支援ボランティア受入機関等意見交換会 

 

１ 意見交換会の開催目的 

介護支援ボランティア制度実施５年目を迎えるにあたって、受入機関等と

の情報交換を通して制度をより良いものにしていくこと、また受入機関等で

制度運営上困っている点や疑問点などを解消することを目的として開催した。 

 

２ 意見交換会に向けたアンケート調査 

意見交換会開催にあたって、受入機関等の現状や議題の選定等を目的とし

てアンケート調査を事前に実施した。 

1. 調査対象 介護支援ボランティア受入機関等 ２１団体 

2. 調査方法 郵便による送付・ＦＡＸによる回収 

3. 調査時期 平成 24 年 10 月 

4. 回収結果 有効回収数 ２０団体 （95.2％） 

5. アンケート調査結果 

 

 介護支援ボランティアについて 

 問１ 現在、介護支援ボランティアを実際に受け入れていますか。 
答１ 

① 受け入れている １８機関 90.0％

② 受け入れていない ２機関 10.0％

無回答 ０機関 00.0％

合計 ２０機関 100.0％

 
 
問２ 介護支援ボランティアは、週にどの程度活動していますか。 
答２  

① ほぼ毎日（週５日程度） ４機関 20.0％

② ３～４日程度 １機関 5.0％

③ 週１～２日程度 ８機関 40.0％

④ 不定期 １機関 5.0％

⑤ その他 ４機関 20.0％

無回答 ２機関 10.0％

合計 ２０機関 10.0％

 
 



問３ 各曜日およそ何人ぐらいの介護支援ボランティアの方が活動されてい 

      ますか。 

答３ 
社会福祉法人① 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

午後 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

 
社会福祉法人② 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 ０人  0～4 人 1～10 人 8 人 4～8 人 1 人 ０人  

午後 5～10 人 3～7 人 2～8 人 4～8 人 4～8 人 5～6 人 0～1 人

 
社会福祉法人③ 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 1 人 1 人 1 人 ０人  1 人 1 人 ０人  

午後 1 人 1 人 1 人 ０人  1 人 1 人 2 人 

 
社会福祉法人④ 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 ０人 2 人 ０人 2 人 ０人 3 人 1 人 

午後 ０人 ０人 3 人 ０人 1 人 2 人 1 人 

 
社会福祉法人⑤ 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 ４人 ２人 3 人 ５人 １人 ２人 ０人 

午後 ２人 ３人 ３人 ３人 ２人 ２人 ０人 

 
社会福祉法人⑥ 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

午後 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

 
 



 
民間事業者① 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 ０人  2 人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

午後 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 3 人 ０人  

 
民間事業者② 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

午後 ０人  2 人 ０人 ０人 ０人 2 人 ０人  

 
民間事業者③ 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

午後 1 人 2 人 ０人 2 人 ０人 ０人 ０人 

 
民間事業者④ 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

午後 1 人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 1 人 

 
民間事業者⑤ 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 
０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

午後 
０人  1 人 ０人 ０人 1 人 ０人 ０人 

 
 
 
 



 
その他の団体①  

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 
14 人 3 人 24 人 15 人 15 人 1 人 ０人  

午後 
14 人 3 人 24 人 15 人 15 人 1 人 ０人  

 
その他の団体②  

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 
０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

午後 
０人 4～8 人 ０人 4～8 人 ０人 ０人 ０人 

 
その他の団体③  

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 
０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

午後 
０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

 
その他の団体④ 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 
０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

午後 
０人 ０人 ０人 6～8 人 ０人 ０人 ０人 

 
その他の団体⑤ 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 
2 人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 3 人 

午後 
０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

 
 
 



 
その他の団体⑥ 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 
5 人 ０人  ０人 ０人 ０人 5 人 2 人 

午後 
5 人 2 人 ０人 ０人 ０人 5 人 2 人 

 
その他の団体⑦ 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 
０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

午後 
０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

 
その他の団体⑧ 

  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

午前 
０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

午後 
０人  4～8 人 ０人  4～8 人 ０人 ０人 ０人 

 
 問４ ボランティア受入機関等としてこの制度についてご意見、ご感想、困

ったこと、運営上の疑問などご記入ください。 
 答４ 

質問 社会福祉協議会でボランティアに新規登録する場合、どのような説明をされてい

るのでしょうか。 

質問 希望するボランティアの申請方法について詳しく教えてください。 

質問 ホームヘルパーの資格を要しているボランティアさんの調整もできますか。 

ボランティア手帳を数冊お預かりし、新規の方に交付し、保険料の預かりもしています。

立地条件から利便性をよくしてボランティアを増やそうという意図は理解できますが、ボ

ランティアについて十分に説明する人員配置はなく、十分な説明を受けないままボラン

ティアに参加している方が出ています。そのような形で人数だけ増やしても活動継続の

モチベーションにはならず、制度を知る機会を失ったり社会福祉協議会を知る機会も逃

していると思います。2 冊目の手帳をお渡ししたり、年次更新の場所の提供だけは引き

続きさせていただきます。 

スタンプはボランティア自身で押すなど、施設職員が押さなくても済む方法を考えていた

だきたい。職員の人数が少ない日もあり、対応に負担感がある。 

ボランティアに対する心構えや守秘義務、事故などの配慮、敬老精神のオリエンテーシ

ョンを行うのが高齢の方には難しい。 



デイは少ないスタッフの中でお手伝いくださる点は助かっている。 

個人情報が守られていない。 

介護予防事業の際の手伝いなどにボランティアをお願いしたいと思うが、不定期での実

施なので依頼が難しい。 

ボランティアのポイント制度は年齢の制限がなければよいと思います。 

ボランティアの高齢化、60 代前半からぜひ参加してほしいと思います。 

今年初めてボランティアの方が来てくださり、大変助かりました。ポイントが限度額を超

えても来て下さってよかったです。 

市民参画を促すよいシステムだと思います。 

スタンプがいっぱいになった後もお手伝いいただき、助かっています。 

 
ボランティアについて 
問５ 貴機関・施設ではボランティア受け入れの担当者はいらっしゃいます 

か。 
答５ ①いる  担当者名（         ）  ②いない 

① いる １６機関 80.0％

② いない ４機関 20.0％

無回答 ０機関 0.0％

合計 ２０機関 100.0％

 
問６ 貴機関・施設ではボランティアを最大で何人くらいまで受け入れるこ 
   とが出来ますか。また現在のボランティア受け入れ数は何人くらいで 

すか。 
答６ 

受入機関等 最大受け入れ可能数 現在の受け入れ数 

社会福祉法人② 希望に応じて １８０人

社会福祉法人③ ２０人 １６人

社会福祉法人④ ５０人 ３０人

社会福祉法人⑤ ６人 ５人

社会福祉法人⑥ ３０人 ０人

民間事業者① ２人 ２人

民間事業者② １０人 ４人

民間事業者③ ２０人 ８人

民間事業者④ １５人 ２人

民間事業者⑤ ２人 １人

その他の団体② １人 １人

その他の団体④ ８人 ６人



その他の団体⑤ ６人 ４人

その他の団体⑥ ５人 ７人

その他の団体⑧ ２～１０人 ４～８人

 
 
問７ ボランティアの受け入れ状況はいかがですか。 
答７  

① もっと受け入れたい １１機関 55.0％

② これ以上は受け入れられない ０機関 00.0％

③ ちょうどいい ５機関 25.0％

その他 ０機関 00.0％

無回答 ４機関 20.0％

合計 ２０機関 100％

  
問８ ボランティアに対して行ってほしい研修や講座などがありましたらご

記入ください。 
答８ 

初めて登録する方に「ボランティアの心得」や「介護支援ボランティアとは」といった内容

の研修を義務付けてはいかがでしょう。 

ボランティアを行うにあたっての心構えと守秘義務、高齢者施設の事業内容 

ボランティアの心構え、現在社会の状況、これからのコミュニティ活動について 

車椅子の操作の研修(その後外出時など介助が可能であれば)、認知症の講座、接遇の

講座 

介護技術、認知症の理解 

現在、来てくださっている方は、高齢者の対応がとても丁寧で仕事も進んでおこなって下

さってますので、助かってます。 

頭で考えて何かをするということが難しいので、見本を見たり動作を真似することができ

る講座があると嬉しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 介護支援ボランティア受入機関等意見交換会次第 

介護支援ボランティア受入機関意見交換会 次第 

 

日 時：平成 24 年 10 月 17 日（水）14 時 30 分～16 時  

場 所：603 会議室  

 

 

開 会 

 

議 題 

 １ 介護支援ボランティア制度について 

市役所高齢福祉課 

・ 制度の趣旨 

・ ２３年度実施報告書 

社会福祉協議会 

・ 登録など事務の流れ 

・ 個人情報保護などのボランティアの心得 

 

 

 ２ ボランティアの受け入れなどについて 

出席事業者から自己紹介と現在の受入状況などの紹介 

 

 

 ３ 介護支援ボランティア制度へのご意見・ご質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 介護支援ボランティア受入機関等意見交換会議事録 

 

実施日時：平成２４年１０月１７日(水) １４時３０分～１６時 

   場所：６０３会議室 

参加人数：受入機関等７団体８人 

 

※⇒は管理機関側からの回答など 

※意見交換会の発言順・会話の流れなどは考慮せず、受入機関等毎に今回の意見交換会で出

た意見をまとめることで議事録とする。 

 

【議題１】ボランティアの受入状況 

 

○まったくの無償で活動している所に限っている。会食会関係が中心。どなたでも受け入れ

はしている。社会福祉協議会(以下、社協と表記)からの(紹介での)受入れも多い。最初の社

協の登録をするのが敷居が高いと思っている方がいる。また、平尾で活動している方が多い

ので、社協まで足が向かない人がいる。介護支援ボランティア制度は受入団体に限られて

いるが、在宅のボランティアも多いのに対象にならないのはどうなのかと思いながら活動し

ている。 

○活動してくれている方は登録をしないでボランティアをしてくれている。介護支援ボランティ

アとその他のボランティアの位置づけをどう整理していいのかわからないところがある。在宅

(特に認知症と独居の方)のボランティアさんへの支援をどうしたらよいのかを検討している。 

○4 箇所で受け入れている。特に特養で年間延べ 2000 人ほどのボランティアさんを受け入

れており、うち手帳を持っているのは半分ぐらいだと思う。年齢、住所、手帳はいらないという

人などは持ってない。介護支援ボランティアと他のボランティアを特別分けるような対応はし

ていない。 

○活動始めて 5 年になるが、若い人が参加してくれて楽しい雰囲気になった。社協からも紹

介してもらった。お年寄りが自分で活動場所まで歩いてくることで、予防に力をいれている。

ボランティアは若い人が多い。例えば食事会は朝 9 時から午後 4 時までやっていただいてい

るが、その人たちからも年間500円の会費をいただいている。ちょっと年齢要件を変えていた

だいて、もらえる人の範囲を広げていただけるとありがたい。 

○デイサービスに携わっていて、9 人の方に来てもらっている。後は一芸披露の方も何名か

来ていただいている。皆様のお話から、ボランティア活動が予防事業にもつながるということ

がわかった。ボランティア担当と協力しあって進めていきたい。 

○病院で裁縫奉仕をしている。一ヶ月に二回、看護婦さんと相談しながら作業をしている。ボ

ランティア活動は裁縫奉仕のみ認めてもらっている。高齢化が進んでいるが、10 名程度の参

加者のうち、3 分の 2 は手帳を持ってくる。８０歳代の方もいて、元気に来ていただいている。

効果はあるのではないかと思う。活動一覧や手帳にも（受入団体の）名前を入れていただけ

ないでしょうか。手帳に名前がないと、活動対象ではない団体と思われることがある。 

Ａ．掲載は可能だと思う。 

 

 

 



【議題２】介護支援ボランティア制度へのご意見・ご質問 

 

○ボランティアとは何であるのか、ボランティアとは何を目指すのかといった内容の研修を行

ってもらいたい。 

Ａ．いままでボランティアをされていた方が介護支援ボランティアを行っている方が多いの

で、改めて介護支援ボランティアとはどういうものなのかを研修で行う必要があると思う。６５

歳未満の方にも事前に介護支援ボランティアを知っていただく機会を作りたい。 

○それぞれの施設で必要な研修を行ってフォローアップしたほうがよい。ただ漠然と行っても

必要な人は集まらない。 

○ボランティアさんにどこまで求めてよいのか分からない。勉強会などは行っているが、どこ

までフォローするか悩んでいる。リスクが多いことは行ってはもらえない。 

○身体に関わることはボランティアには行わせない。基本的には資格がない人たちなので、

やらせてはいない。この間ちょいボラをやったので、スタンプをくださいという問い合わせがあ

った。(それは社協が押しますとの回答) 登録についても、手帳を施設が預かっているが、社

協に行くのも介護予防なので社協にお願いしたい。スタンプを押すのも施設の体制が変わっ

たので、対応が難しい。自分自身で押していただけるような形を取ってもよいのか。 

Ａ．登録は社協に来ていただきたいと思っている。介護予防事業であるという趣旨の説明と、

ポイントを付与する際の申請方法、ボランティア保険など直接やりとりしたいことがある。 

スタンプに関して、ボランティアさんと接点をもっていただきたいという意味でも施設職員さん

に押していただきたい。スタンプを複数お渡しするので、対応願います。 

○現場スタッフは制度を知らないものもいるので、スタンプを押すことは難しいと思う。ボラン

ティアさんとの接点は挨拶や声がけなどの指導を行っているので、なくなることはないと思

う。手帳の出し方も人それぞれで、投げるように出す人もいれば丁寧に押すところを開いて

出してくれる方もいる。よい方法を検討していただければと思います。 

○会場は複数あるが、それぞれの場所に責任者がいるので大丈夫。 

○毎回参加者名簿を作っているので、後で持ってきても確認できる。 

○人数も少ないので、毎回終わるごとに日誌を作っている。スタンプを押した人には記録を

残してわかるようにしている。 

○どの職員でもスタンプがある場所がわかっているので、声さえ掛けてもらえれば誰でも押

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５章 介護予防効果の検証 

 

１ 稲城市介護支援ボランティア制度の保険料抑制効果からみる介護予防効果 

 

 稲城市介護支援ボランティア制度の介護予防効果（要介護出現率）を保険料

抑制という観点から捉えるとどの程度の効果をもたらすのか、平成２３年度ベ

ースで試算を行った。 

 要介護出現率については効果が見られた（利得１９，８８３，７５１円）が、

事業費（１，４８８，０７８円）を控除することにより、稲城市介護支援ボラ

ンティア制度を実施したことによる費用利得は年額１８，３９５，６７３円と

なり、一人一月あたり２０．７円の介護保険料抑制効果と試算される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 活動者を対象とした場合における稲城市介護支援ボランティア制度の保険

料抑制効果からみる介護予防効果 

 

 １では、登録者全員（活動していない方を含む）で試算しており、活動に対

しての効果ではなく制度実施における効果と考えられる。 

 そこで活動に対しての介護予防効果を測定するために同じ試算式を用いて介

護支援ボランティア活動者について試算をおこなった。 

１の「稲城市介護支援ボランティア制度の保険料抑制効果からみる介護予防

効果」について、「介護支援ボランティア登録者数」から「ポイント獲得者数」

に置き換え、平成２３年度ベースで試算を行った。 

稲城市介護支援ボランティア制度を実施したことによる費用利得は年額１０，

９８５，３７６円となり、一人一月あたり１２．４円の介護保険料抑制効果が

あると試算される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

参 考 資 料 



 稲城市介護支援ボランティア制度実施要綱 

（平成 19 年 7 月 9 日市長決裁） 

 （目的） 

第１条 この要綱は、介護保険法(平成９年法律第 123 号)第 115 条の 44 第１項

に規定する介護予防事業として、高齢者が介護支援ボランティア活動を通し

て地域貢献することを奨励及び支援し、高齢者自身の社会参加活動を通した

介護予防を推進するため、市民の共同連帯の理念に基づき、稲城市介護支援

ボランティア制度（以下「介護支援ボランティア制度」という。）を設け、も

って生き生きとした地域社会をつくることを目的とする。 

 （基本方針） 

第２条 介護支援ボランティア制度は、高齢者がボランティア精神を尊重し、

地域において高齢者自らの介護予防を推進するように配慮した運営がなされ

なければならない。 

２ 介護支援ボランティア制度の実施に当たっては、個人情報保護に留意しな

ければならない。 

３ 介護支援ボランティア制度の運営に当たっては、次の効果を上げることが

できるよう配慮しなければならない。 

 (1) 地域ケアの推進に不可欠な住民参加に関する認識が高まること。 

 (2) 社会参加活動等に参加する元気な高齢者が増加すること。 

 (3) 要介護高齢者等に対する介護支援ボランティア活動に関心が高まるこ

と。 

 (4) 介護給付費等の抑制につながること。 

 （介護支援ボランティア制度） 

第３条 介護支援ボランティア制度は、高齢者が行った介護支援ボランティア

活動の実績を評価したうえで評価ポイントを付与し、当該高齢者の申出によ

り、当該評価ポイントを換金した介護支援ボランティア評価ポイント転換交

付金を交付するものとする。 

２ 介護支援ボランティアの対象となる高齢者は、稲城市における介護保険第

１号被保険者とする。 

３ 介護支援ボランティアの対象となる事業及び活動は、市長が指定するもの

とする。 

４ 介護支援ボランティアは、第５条第１項の指定を受けた介護支援ボランテ

ィア受入機関等で介護支援ボランティア活動を行うものとする。 

 （管理機関） 

第４条 介護支援ボランティアの登録、介護支援ボランティア手帳の交付、介

護支援ボランティア評価ポイントの付与及び管理並びに介護支援ボランティ

ア評価ポイント基金管理は、介護支援ボランティア管理機関（以下「管理機

関」という。）が行うものとする。 

 （介護支援ボランティア受入機関等） 

第５条 介護支援ボランティア受入機関等（以下「受入機関等」という。）は、

あらかじめ第３条第３項に規定する介護支援ボランティアの対象となる事業

及び活動について、市長から指定を受けなければならない。 



２ 受入機関等が前項の指定を受けようとするときは、「稲城市介護支援ボラ

ンティア（事業・活動）指定申請書」（様式第１号）により市長へ申請しなけ

ればならない。 

３ 市長は、前項の申請に基づき指定し、又は却下したときは、稲城市介護支

援ボランティア（事業・活動）指定・却下決定通知書（様式第２号）により

申請者に通知するものとする。 

４ 市長は、既に指定を受けていた介護支援ボランティアの対象となる事業及

び活動について、その指定を取り消したときは、稲城市介護支援ボランティ

ア（事業・活動）指定取消決定通知書（様式第３号）により指定を受けてい

た者に通知するものとする。 

５ 受入機関等は、介護支援ボランティアが活動を行った場合は、当該活動時

間等に応じ、回数を単位として評価するものとする。 

６ 受入機関等は、介護支援ボランティア活動を１時間につき１回として評価

するものとする。ただし、介護支援ボランティア活動を１日において２時間

以上行った場合又は２か所以上で行った場合については、当該活動を２回ま

でとして評価するものとする。 

７ 評価の方法は、介護支援ボランティア手帳に活動確認スタンプを押印する

ことによって行うものとする。 

８ 前項に規定する活動確認スタンプの様式は、管理機関が別に定める。 

 （介護支援ボランティア活動実績の把握） 

第６条 介護支援ボランティア活動を行おうとする者は、介護支援ボランティ

ア登録申請書を管理機関に提出するものとする。 

２ 管理機関は、介護支援ボランティアに対し、介護支援ボランティア手帳を

交付するものとする。 

３ 介護支援ボランティア登録申請書及び介護支援ボランティア手帳の様式は、

管理機関が別に定める。 

４ 管理機関は、前年度の活動実績について、介護支援ボランティア手帳に押

印されたスタンプの数に応じて評価ポイントを付与することができる。 

５ 管理機関は、前項の規定により評価ポイントの付与を行ったときは、介護

支援ボランティア手帳に介護支援ボランティア活動評価ポイント付与認証印

を押印するものとする。 

６ 介護支援ボランティア活動評価ポイント付与認証印の様式は、管理機関が

別に定める。 

 （評価ポイント） 

第７条 評価ポイントの付与基準は次のとおりとする。 

活動実績 付与する評価ポイント 

10 回から 19 回まで 1,000 ポイント 

20 回から 29 回まで 2,000 ポイント 

30 回から 39 回まで 3,000 ポイント 

40 回から 49 回まで 4,000 ポイント 

50 回以上 5,000 ポイント 



２ 活動実績及び評価ポイントは、第三者へ譲渡することはできない。 

３ 管理機関は、介護支援ボランティアに付与した評価ポイント数、活用ポイ

ント数及び差し引き残高ポイント数について、当該付与の日から介護支援ボ

ランティア制度の廃止の日後２年を経過する日まで、継続的に管理するもの

とする。 

 （評価ポイント転換交付金） 

第８条 評価ポイントを活用して評価ポイント転換交付金の交付を受けようと

する者は、介護支援ボランティア評価ポイント活用申出書（様式第４号）に

介護支援ボランティア手帳を添えて、市長に提出しなければならない。 

２ 介護支援ボランティアの介護保険料にかかる未納又は滞納がある場合は、

当該評価ポイント転換交付金は交付しないものとする。 

３ 市長は、第１項の申出があった場合において、当該介護支援ボランティア

に介護保険料に係る未納又は滞納が無いときは、介護支援ボランティア活動

評価ポイント活用申出伝達書（様式第５号）に介護支援ボランティア手帳を

添付のうえ、管理機関へ伝達するものとする。 

４ 管理機関は、前項に規定する伝達に基づき、当該評価ポイント活用の申出

者の蓄積した評価ポイントを換金し、年度ごとに 5,000 円を限度として、評

価ポイント活用の申出者に対して介護支援ボランティア評価ポイント転換交

付金を交付するものとする。このとき管理機関は、「介護支援ボランティア評

価ポイント転換交付金交付決定通知書」を当該評価ポイント活用の申出者へ

通知する。 

５ 前項の介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金交付決定通知書の様

式は、管理機関が別に定める。 

６ 介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金の算定基準は、次のとおり

とする。 

評価ポイント 
介護支援ボランティア評価ポイ

ント転換交付金 

1,000 ポイント 1,000 円 

2,000 ポイント 2,000 円 

3,000 ポイント 3,000 円 

4,000 ポイント 4,000 円 

5,000 ポイント 5,000 円 

 

 （地域支援事業交付金の活用） 

第９条 管理機関は、市が交付する地域支援事業交付金を介護支援ボランティ

ア評価ポイント転換交付金に充てるものとする。 

 （事業の委託） 

第１０条 市は、介護支援ボランティア事業の実施に当たって、必要な事務を

管理機関へ委託することができる。 

 （委任） 

第１１条 この要綱に規定するもののほか、介護支援ボランティア制度実施に



関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

   付 則 

 （施行期日）  

第１条 この要綱は、平成 19 年９月１日から施行する。 

 （準備行為） 

第２条 介護支援ボランティア制度の施行に関し必要な行為は、施行日前にお

いても行うことができる。 

   付 則 （平成 22 年３月 31 日改正） 

 この要綱は、平成 22 年３月 31 日から施行する。ただし、第１条の規定は、

平成 21 年５月１日から適用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第１号（第５条第２項関係） 

  年  月  日 

 

 稲城市長殿 

 

                   申請者 

                    住所 

                    団体名 

                    代表者        印 

                    電話 

 

稲城市介護支援ボランティア（事業・活動）指定申請書 

 

 稲城市介護支援ボランティアの対象として指定を受けたいので、稲城市介護

支援ボランティア制度実施要綱第５条第２項の規定に基づき申請します。 

 

記 

 

事業名  

 

 

活動内容 

 

 

 

活動場所  

活動人数          人（うち 65 歳以上   人） 

 

 



様式第２号（第５条第３項関係） 

  年  月  日 

 

  団体名 

  代表者        殿  

 

                     稲城市長       

 

稲城市介護支援ボランティア（事業・活動）指定・却下決定通知書 

 

     年  月  日付で申請のあった稲城市介護支援ボランティア（事

業・活動）指定申請については、下記のとおりとしたので通知します。 

 

記 

１ 以下のとおり指定する。 
指定年月日  

指定番号  

事業名  

 

 

活動内容 

 

 

 

活動場所  

活動人数          人（うち 65 歳以上   人） 

 

２ 次の理由により却下する。 

却下理由 

 

 

 

 



様式第３号（第５条第４項関係） 

    年  月  日 

 

  団体名 

  代表者        殿  

 

                     稲城市長       

 

稲城市介護支援ボランティア（事業・活動）指定取消決定通知書 

 

 下記の稲城市介護支援ボランティア（事業・活動）については、下記のとお

り指定を取り消す 

 

記 
 

取消年月日  
指定年月日  

指定番号  

事業名  

 

 

活動内容 

 

 

 

活動場所  

活動人数          人（うち 65 歳以上   人） 

 

取消理由 

 

 

 

 



様式第４号（第８条第１項関係） 

  年  月  日 

 

 稲城市長殿 

 

                   申出者 

                    住所 

                    氏名         印 

                    電話  

 

介護支援ボランティア活動評価ポイント活用申出書 

 

 私は、下記のとおり介護支援ボランティア手帳を添えて介護支援ボランティ

ア評価ポイントの活用を申し出ます。 

 

記 

 

被保険者番号  

氏  名  

蓄積評価ポイント数           ポイント 

活用希望ポイント数           ポイント 

差し引き残高ポイント数           ポイント 

 

   ※振り込み依頼先口座 

 銀行・信金 

信組・農協 

 本店・支店 

出張所 

預金の種類 1.普通 2 当座 口座番号  

 

口座名義人 

 

 

 



様式第５号（第８条第３項関係） 

  年  月  日 

 

 管理機関 殿 

 

                     稲城市長       

 

介護支援ボランティア活動評価ポイント活用申出伝達書 

 

 下記のとおり介護支援ボランティア活動評価ポイント活用の申出があり、当

該申出者に介護保険料の未納又は滞納が無いことを確認したので、介護支援ボ

ランティア手帳を添えて伝達します。 

 

記 

 

被保険者番号  

氏  名  

蓄積評価ポイント数           ポイント 

活用希望ポイント数           ポイント 

差し引き残高ポイント数           ポイント 

 

 
 

介護保険料の未納又は滞納が無いことの確認欄 

  年  月  日 

 

 申請者について、介護保険料の未納又は滞納がないことを確認いたしました。 

 

                      確認者 氏名      



 

 

稲城市介護予防事業  

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 

２０１２ 
 
 

 
 
 

社会福祉法人 稲城市社会福祉協議会 

健康に心配 なし 手帳 
  ～ 介護支援ボランティア手帳 ～ 

東京ヴェルディは稲城市介護

予防事業を応援しています。 

(C)NTV.FC 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
健康に心配なし手帳の名称について 

  

稲城の梨は、元禄の時代から栽培され様々な品種改良などを経て、稲城の特産物

として親しまれています。歴史ある長寿の稲城の梨と同様に、いつまでも元気に

健康で暮らせることを願い、手帳の名称を「健康に心配なし手帳」としました。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ☆ボランティア活動実績は、この手帳により管理しますので、 
紛失しないよう自己管理をお願いいたします。万一、手帳 
を紛失されても、スタンプを再び押印することはできませ 
んのでご注意ください。 

 
 

 

 活動年度 平成 24 年度（25 年３月末まで） 

 

氏名                  

 
住所  稲城市             

      
                     
 
 電話                  
 
 生年月日 
  大正・昭和   年   月   日  
 

緊急連絡先 
 連絡者氏名               
 

（続柄    ） 
 
電話                  

 

（
必
ず
ご
記
入
下
さ
い
） 



 

 

 
稲城市介護支援ボランティア制度について 
 
目的：この制度は、介護予防事業の一つとして、高齢者のみなさんが、 

介護支援ボランティア活動を通して地域貢献や社会参加をする 

ことで、より元気になることを目的としています。そして、稲 

城市がいきいきとした地域社会となることを目指しています。 

 

対象者：稲城市介護保険第１号被保険者 

    （市内にお住まいの６５歳以上の方） 

 

 

介護支援ボランティア制度利用の流れ 

１. ボランティア登録をします。 

 介護支援ボランティア登録申請書（この手帳の 2４ページ）に 

記入し、稲城市社会福祉協議会へ提出してください。 

 

 

２. 介護支援ボランティア活動をします。 

 指定された施設や団体などでボランティア活動をします。この 

制度の対象になるボランティア活動は指定されています。ボラン 

ティア活動についてのご相談は、稲城市社会福祉協議会でお受け 

しています。 

 



 

 

３. 手帳にスタンプをもらいます。（４月から翌年３月まで） 

 ボランティア活動をしたら、その都度、活動した施設や団体に 

この手帳を提示し、スタンプを押してもらいます。 

※１時間程度の活動で１スタンプ、１日２スタンプが上限です。 

 

４. 集めたスタンプを評価ポイントに変えます。（翌年 4 月以降） 

この手帳を稲城市社会福祉協議会に提示し、前年度に集めたスタ 

ンプを評価ポイントに変えます。 

スタンプの数 受取れる評価ポイント 

10 から 19 まで 1,000 ポイント 

20 から 29 まで 2,000 ポイント 

30 から 39 まで 3,000 ポイント 

40 から 49 まで 4,000 ポイント 
50 以上 5,000 ポイント 

 

５. 評価ポイントの活用の申し出をします。（翌年 7 月以降） 

介護支援ボランティア活動評価ポイント活用申出書（この手帳 

の 2３ページ）に記入し、市役所２階④窓口介護保険係にこの手 

帳を添えて提出してください。市内出張所・稲城市社会福祉協議 

会でも承ります。 

市役所介護保険係では、介護保険料の未納・滞納がないことを 

確認し、稲城市社会福祉協議会へ申請者から評価ポイント活用の 

申し出があったことを伝えます。 

 

 

 

 



 

 

６. 評価ポイント数に応じた交付金が口座に振り込まれます。 

稲城市社会福祉協議会では、申請者から指定された金融機関の口 

座に評価ポイント数に応じた交付金を振り込みます。合わせて、お 

預かりした手帳と振込日や金額のお知らせをお届けしますので確認 

してください。交付金は、次回の介護保険料のお支払いにお使いく 

ださい。 

評価ポイント 金  額 
1,000 ポイント 1,000 円 

2,000 ポイント 2,000 円 

3,000 ポイント 3,000 円 

4,000 ポイント 4,000 円 

5,000 ポイント 5,000 円 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※④～⑥は、翌年度に行う手続きです。 



 

 

介護支援ボランティア制度に関するＱ&Ａ 
 
 

Ｑ この制度を利用するには、まず何をすればよいのですか？ 

 

 この制度を利用する方は、制度の目的やボランティアの心得な 

どをご理解の上、稲城市社会福祉協議会でボランティア登録をし 

てください。また、安心して活動していただくために、万一の事 

故やけがに備えて、ボランティア活動保険に加入することをお勧 

めします。詳細は、10･11 ページをご覧ください。 

 

Ｑ どんなボランティア活動でも対象になるのですか？ 
 

   この制度の対象になるボランティア活動は指定されています。 

指定されているボランティア活動の詳細は、市役所介護保険係、 

もしくは、稲城市社会福祉協議会までお問い合わせください。 

 

Ｑ ボランティア活動先に行く途中や活動先でけがをしたら？ 

  

   稲城市社会福祉協議会にご連絡ください。けがなどの状況を伺 

い、保険会社へ連絡しますので、速やかにお知らせください。 

詳細は、10･11 ページをご覧ください。 

 

 

 

Ａ 

Ａ 

Ａ 



 

 

 

Ｑ １日に複数のボランティア活動をしてもスタンプはもらうことが 

できますか？ 
 

１日に複数のボランティア活動を行い、スタンプをもらうこと 

はできますが、１時間程度の活動で 1 スタンプとなり、１日２ 

スタンプが上限になります。 

 

Ｑ スタンプを集めるとすぐに交付金がもらえるのですか？ 
 

     集めたスタンプは、翌年度に評価ポイントに変える必要があり 

ます。4 月以降に、稲城市社会福祉協議会で手続きを行ってくだ 

さい。評価ポイントに変えましたら、7 月以降に交付金をもらう 

手続きを行うことができます。 

 

Ｑ 手帳はスタンプがたまるまで使い続けてよいのですか？ 

 

 手帳は年度ごとに新しいものに切り替わります。集めたスタン 

   プを評価ポイントに変えたり、評価ポイントを交付金にする手続 

きは、決められた日にち以降になりますので、お忘れなく手続き 

をしてください。 

 

Ｑ 稲城市外に転居した場合も対象になりますか？ 

 

     稲城市外に転居した場合は対象となりません。スタンプ、評価 

ポイント、交付金は、一切が無効になりますのでご注意ください。 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 



 

 

 

Ｑ ボランティア活動を多くすると、それだけ多くの交付金がもらえ

る 

のですか？ 

 

介護支援ボランティアで指定されたボランティア活動を行い、 

手続きを行うと交付金が支払われます。但し、交付金の上限は 

年度ごとに 5,000 円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 



 

 

ボランティア活動の心得 
 

◆ 身近なことから無理のない範囲で 

  ボランティア活動と一言で言っても様々な活動があります。自分の 

特技や趣味を活かした活動もありますし、依頼者からの要望に応じて、

一人ひとりの生活をサポートする活動もあります。数多くあるボラン 

ティア活動の中からどのようにして選ぶのがよいでしょうか。まずは 

身近な地域で、自分の健康を考えて無理のない範囲で行うことが望ま 

しいでしょう。活動を継続するためにも自分に向いている活動をお選 

びください。ボランティア活動に関するご相談は、稲城市社会福祉協 

議会でお受けしていますので、お気軽にご利用ください。 

 
 

◆ 相手を理解し、尊重した活動を 

誰もがそうであるように、ボランティア活動で接する方々もそれぞ 

れ性格や環境により様々な暮らしを営んでいます。ボランティアだか 

らといって、一方的で勝手な行動は慎まなければなりません。ボラン 

ティアには、一人ひとりの生活習慣や価値観を尊重し、ボランティア 

活動を行うことが求められます。また、ボランティア活動の依頼者や 

活動の仲間と共にコミュニケーションをとることでよりよい活動に 

つながるでしょう。 

 

 

 

 



 

 

 

◆ 秘密や約束を守りましょう 

   ボランティア活動では、時に依頼者のプライバシーに関わること 

を知ることがあります。しかし、あくまで活動を通して知り得たこ 

とであり、他の方にちょっとした内容のことでも漏らさないでくだ 

さい。ボランティア活動を辞めた後も同様にお守りください。また、 

時間など約束したことは必ず守りましょう。体調不良や急用で活動 

を休む場合には、必ず連絡を入れるなどの対応をしましよう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

ボランティア活動保険について 
 

ボランティア活動保険は、ボランティア活動中に起こり得る事故 

を対象にしたもので、賠償責任保険と傷害保険がセットになってい 

ます。ボランティア活動を安心して行うために、万一に備えてご加 

入することをお勧めします。 

 

（１）どんな場合に補償されるのか 

  ①賠償責任保険 

  ・ボランティア活動中に物を壊してしまった場合 

  ・ボランティア活動中に活動の対象者にけがをさせてしまった場合 

  ・プライバシーの侵害等により活動の対象者に損害を与え、法律上 

の賠償責任を負った場合 など 

  ②傷害保険 

  ・ボランティア自身が活動中にけがをしてしまった場合 

  ・ボランティアが自宅と活動場所との往復途中にけがをした場合 

 など 

 
 ※補償の対象は、いずれの保険も急激、偶然、外来の事故により起 

きた場合です。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

（２）補償金額 

賠
償
責
任
保
険 

賠償責任 

（免責なし） 

対人・対物

共通 
１事故・保険期間中 ２億円 

受託物・ 

借用物 
１事故・保険期間中 

50 万円 

（現金は 10 万円）

人格権侵害
1 名 

1 事故・保険期間中 

50 万円 

100 万円 

事故対応費用 １事故・保険期間中 500 万円 

見舞費用 

死亡 50 万円 

後遺障害 1.5 万～50 万円 

入院日数に応じて 2～10 万円 

通院日数に応じて 1～5 万円 

傷
害
保
険 

死亡・後遺障害 ８００万円 

入院日額 8,000 円 

通院保険金日額 4,000 円 

   ※状況に応じては、補償の対象にならないものもあります。 
 
（３）掛け金 ３００円 

 
（４）補償期間（保険期間） 

 ４月１日から翌年３月３１日まで 
 ※補償期間での途中加入も可能です。その場合の補償期間は、加 

入手続きを行った日からとなります。 
 

（５）お申し込み・事故やけがのご報告 

稲城市社会福祉協議会 ボランティアセンター 
   稲城市百村７ 稲城市福祉センター内 

   電話：042-378-3800（直通） 

 042-378-3366（代表） 

     ファックス：042-378-4999 

 

 

 

 



 

 

稲城市介護支援ボランティア制度実施要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、介護保険法(平成９年法律第123号)第115条の38第

１項に規定する介護予防事業として、高齢者が介護支援ボランティア

活動を通して地域貢献することを奨励及び支援し、高齢者自身の社会

参加活動を通した介護予防を推進するため、市民の共同連帯の理念に

基づき、稲城市介護支援ボランティア制度（ 以下「介護支援ボラン

ティア制度」という。）を設け、もって生き生きとした地域社会をつ

くることを目的とする。 
 

（基本方針） 

第２条 介護支援ボランティア制度は、高齢者がボランティア精神を尊

重し、地域において高齢者自らの介護予防を推進するように配慮した

運営がなされなければならない。 

２ 介護支援ボランティア制度の実施に当たっては、個人情報保護に留

意しなければならない。 

３ 介護支援ボランティア制度の運営に当たっては、次の効果を上げる

ことができるよう配慮しなければならない。 

(1) 地域ケアの推進に不可欠な住民参加に関する認識が高まること。 

(2) 社会参加活動等に参加する元気な高齢者が増加すること。 

(3) 要介護高齢者等に対する介護支援ボランティア活動に関心が高ま

ること。 

(4) 介護給付費等の抑制につながること。 
 

（介護支援ボランティア制度） 

第３条 介護支援ボランティア制度は、高齢者が行った介護支援ボラン

ティア活動の実績を評価したうえで評価ポイントを付与し、当該高齢

者の申出により、当該評価ポイントを換金した介護支援ボランティア

評価ポイント転換交付金を交付するものとする。 

２ 介護支援ボランティアの対象となる高齢者は、稲城市における介護

保険第１号被保険者とする。 

３ 介護支援ボランティアの対象となる事業及び活動は、市長が指定す

るものとする。 

４ 介護支援ボランティアは、第５条第１項の指定を受けた介護支援ボ

ランティア受入機関等で介護支援ボランティア活動を行うものとす

る。 



 

 

（管理機関） 

第４条 介護支援ボランティアの登録、介護支援ボランティア手帳の交

付、介護支援ボランティア評価ポイントの付与及び管理並びに介護支

援ボランティア評価ポイント基金管理は、介護支援ボランティア管理

機関（ 以下「管理機関」という。） が行うものとする。 
 

（介護支援ボランティア受入機関等） 

第５条 介護支援ボランティア受入機関等（以下「受入機関等」という。）

は、あらかじめ第３条第３項に規定する介護支援ボランティアの対象

となる事業及び活動について、市長から指定を受けなければならない。 

２ 受入機関等が前項の指定を受けようとするときは、「稲城市介護支

援ボランティア（事業・活動）指定申請書」（様式第１号）により市

長へ申請しなければならない。 

３ 市長は、前項の申請に基づき指定し、又は却下したときは、稲城市

介護支援ボランティア（事業・活動）指定・却下決定通知書（様式第

２号）により申請者に通知するものとする。 

４ 市長は、既に指定を受けていた介護支援ボランティアの対象となる

事業及び活動について、その指定を取り消したときは、稲城市介護支

援ボランティア（事業・活動）指定取消決定通知書（様式第３号）に

より指定を受けていた者に通知するものとする。 

５ 受入機関等は、介護支援ボランティアが活動を行った場合は、当該

活動時間等に応じ、回数を単位として評価するものとする。 

６ 受入機関等は、介護支援ボランティア活動を１時間につき１回とし

て評価するものとする。ただし、介護支援ボランティア活動を１日に

おいて２時間以上行った場合又は２か所以上で行った場合について

は、当該活動を２回までとして評価するものとする。 

７ 評価の方法は、介護支援ボランティア手帳に活動確認スタンプを押

印することによって行うものとする。 

８ 前項に規定する活動確認スタンプの様式は、管理機関が別に定める。 
 

（介護支援ボランティア活動実績の把握） 

第６条 介護支援ボランティア活動を行おうとする者は、介護支援ボラ

ンティア登録申請書を管理機関に提出するものとする。 

２ 管理機関は、介護支援ボランティアに対し、介護支援ボランティア

手帳を交付するものとする。 

 



 

 

３ 介護支援ボランティア登録申請書及び介護支援ボランティア手帳の

様式は、管理機関が別に定める。 

４ 管理機関は、前年度の活動実績について、介護支援ボランティア手

帳に押印されたスタンプの数に応じて評価ポイントを付与すること

ができる。 

５ 管理機関は、前項の規定により評価ポイントの付与を行ったときは、

介護支援ボランティア手帳に介護支援ボランティア活動評価ポイン

ト付与認証印を押印するものとする。 

６ 介護支援ボランティア活動評価ポイント付与認証印の様式は、管理

機関が別に定める。 
 

（評価ポイント） 

第７条 評価ポイントの付与基準は次のとおりとする。 

活動実績 付与する評価ポイント 

1 0 回から1 9 回まで 1 , 0 0 0 ポイント 

2 0 回から2 9 回まで 2 , 0 0 0 ポイント 

3 0 回から3 9 回まで 3 , 0 0 0 ポイント 

4 0 回から4 9 回まで 4 , 0 0 0 ポイント 

5 0 回以上 5 , 0 0 0 ポイント 

２ 活動実績及び評価ポイントは、第三者へ譲渡することはできない。 

３ 管理機関は、介護支援ボランティアに付与した評価ポイント数、活

用ポイント数及び差し引き残高ポイント数について、当該付与の日か

ら介護支援ボランティア制度の廃止の日後２年を経過する日まで、継

続的に管理するものとする。 
 

（評価ポイント転換交付金） 

第８条 評価ポイントを活用して評価ポイント転換交付金の交付を受

けようとする者は、介護支援ボランティア評価ポイント活用申出書

（様式第４号）に介護支援ボランティア手帳を添えて、市長に提出し

なければならない。 

２ 介護支援ボランティアの介護保険料にかかる未納又は滞納がある場

合は、当該評価ポイント転換交付金は交付しないものとする。 

３ 市長は、第１項の申出があった場合において、当該介護支援ボラン

ティアに介護保険料に係る未納又は滞納が無いときは、介護支援ボラ

ンティア活動評価ポイント活用申出伝達書（様式第５号）に介護支援

ボランティア手帳を添付のうえ、管理機関へ伝達するものとする。 



 

 

４ 管理機関は、前項に規定する伝達に基づき、当該評価ポイント活用

の申出者の蓄積した評価ポイントを換金し、年度ごとに5,000円を限

度として、評価ポイント活用の申出者に対して介護支援ボランティア

評価ポイント転換交付金を交付するものとする。このとき管理機関は、

「介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金交付決定通知書」を

当該評価ポイント活用の申出者へ通知する。 

５ 前項の介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金交付決定通知

書の様式は、管理機関が別に定める。 

６ 介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金の算定基準は、次の

とおりとする。 

評価ポイント 
介護支援ボランティア評価

ポイント転換交付金 

1 , 0 0 0 ポイント 1 , 0 0 0 円 

2 , 0 0 0 ポイント 2 , 0 0 0 円 

3 , 0 0 0 ポイント 3 , 0 0 0 円 

4 , 0 0 0 ポイント 4 , 0 0 0 円 

5 , 0 0 0 ポイント 5 , 0 0 0 円 
 

（地域支援事業交付金の活用） 

第９条 管理機関は、市が交付する地域支援事業交付金を介護支援ボラ

ンティア評価ポイント転換交付金に充てるものとする。 
 

（事業の委託） 

第10条 市は、介護支援ボランティア事業の実施に当たって、必要な事

務を管理機関へ委託することができる。 
 

（委任） 

第11条 この要綱に規定するもののほか、介護支援ボランティア制度実

施に関し必要な事項は、別に定める。 

 

付 則 

（施行期日） 

第１条 この要綱は、平成19年９月１日から施行する。 

（準備行為） 

第２条 介護支援ボランティア制度の施行に関し必要な行為は、施行日前

においても行うことができる。 



 

 

活動記録１ スタンプ押印欄 

 
※ボランティア受入先担当者が押印し、日付を入れてください。 
※1 時間程度の活動で 1 スタンプ、1 日２スタンプが上限です。 
 

1 

 
 
 
日付   月  日 

2 

 
 
 
日付   月  日 

3 

 
 
 
日付   月  日

4 

 
 
 

日付   月  日

5 

 
 
 
日付   月  日 

6 

 
 
 
日付   月  日 

7 

 
 
 
日付   月  日

8 

 
 
 

日付   月  日

9 

 
 
 
日付   月  日 

10 

 
 
 
日付   月  日 

11 

 
 
 
日付   月  日

12 

 
 
 

日付   月  日

13 

 
 
 
日付   月  日 

14 

 
 
 
日付   月  日 

15 

 
 
 
日付   月  日

16 

 
 
 

日付   月  日

17 

 
 
 
日付   月  日 

18 

 
 
 
日付   月  日 

19 

 
 
 
日付   月  日

20 

 
 
 

日付   月  日



 

 

活動記録２ スタンプ押印欄 

 
※ボランティア受入先担当者が押印し、日付を入れてください。 
※1 時間程度の活動で 1 スタンプ、1 日２スタンプが上限です。 
 

21 

 
 
 
日付   月  日 

22 

 
 
 
日付   月  日 

23 

 
 
 
日付   月  日

24 

 
 
 

日付   月  日

25 

 
 
 
日付   月  日 

26 

 
 
 
日付   月  日 

27 

 
 
 
日付   月  日

28 

 
 
 

日付   月  日

29 

 
 
 
日付   月  日 

30 

 
 
 
日付   月  日 

31 

 
 
 
日付   月  日

32 

 
 
 

日付   月  日

33 

 
 
 
日付   月  日 

34 

 
 
 
日付   月  日 

35 

 
 
 
日付   月  日

36 

 
 
 

日付   月  日

37 

 
 
 
日付   月  日 

38 

 
 
 
日付   月  日 

39 

 
 
 
日付   月  日

40 

 
 
 

日付   月  日



 

 

活動記録３ スタンプ押印欄 

 
※ボランティア受入先担当者が押印し、日付を入れてください。 
※1 時間程度の活動で 1 スタンプ、1 日２スタンプが上限です。 

 

41 

 
 
 
日付   月  日 

42 

 
 
 
日付   月  日 

43 

 
 
 
日付   月  日

44 

 
 
 

日付   月  日

45 

 
 
 
日付   月  日 

46 

 
 
 
日付   月  日 

47 

 
 
 
日付   月  日

48 

 
 
 

日付   月  日

49 

 
 
 
日付   月  日 

50 

 
 
 
日付   月  日 

51 

 
 
 
日付   月  日

52 

 
 
 

日付   月  日

53 

 
 
 
日付   月  日 

54 

 
 
 
日付   月  日 

55 

 
 
 
日付   月  日

56 

 
 
 

日付   月  日

57 

 
 
 
日付   月  日 

58 

 
 
 
日付   月  日 

59 

 
 
 
日付   月  日

60 

 
 
 

日付   月  日



 

 

活動記録４ スタンプ押印欄 

 
※ボランティア受入先担当者が押印し、日付を入れてください。 
※1 時間程度の活動で 1 スタンプ、1 日２スタンプが上限です。 

 

61 

 
 
 
日付   月  日 

62 

 
 
 
日付   月  日 

63 

 
 
 
日付   月  日

64 

 
 
 

日付   月  日

65 

 
 
 
日付   月  日 

66 

 
 
 
日付   月  日 

67 
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活動記録５ スタンプ押印欄 

 
※ボランティア受入先担当者が押印し、日付を入れてください。 
※1 時間程度の活動で 1 スタンプ、1 日２スタンプが上限です。 
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活動記録６ スタンプ押印欄 

 
※ボランティア受入先担当者が押印し、日付を入れてください。 
※1 時間程度の活動で 1 スタンプ、1 日２スタンプが上限です。 
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お疲れ様でした！ 

是非、２冊目に挑戦を！

 
 

日付   月  日



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理機関記入欄 
評価ポイント記録簿（集めたスタンプを平成 2５年 4 月以降、評

価 
ポ イ ン ト に 変 え ま

す。） 
あなたの 2４年度の活動回数は 

      回  です。 
あなたの 2４年度の評価ﾎﾟｲﾝﾄ数は 

      ポイント  です。 
 
評価ポイント活用記録簿（評価ポイントを交付金に変えます。） 
※24 年度分の評価ポイントを交付金として受け取る場合、入金は 25 年８月以降になります 

 

申請日 
使用した評価

ﾎﾟｲﾝﾄ数 
残っている評 

価ﾎﾟｲﾝﾄ数 管理欄 

平成  年  月  日    
平成  年  月  日    
平成  年  月  日    
平成  年  月  日    
平成  年  月  日    

 

 

 

氏名（振り仮名）               

 

住所                     

 

電話                     

 

管理欄 

（
必
ず
ご
記
入
下
さ
い
） 



 

 

介護支援ボランティア活動評価ポイント活用申出書          

本人⇒市役所 
様式第４号（第８条第１項関係） 

平成  年  月  日 

 稲城市長殿 

             

            申出者住所 
 

             氏名(ふりがな)           印 
 

            電話  

 

介護支援ボランティア活動評価ポイント活用申出書 

 

 私は、下記のとおり介護支援ボランティア手帳を添えて介護支援ボラ

ンティア評価ポイントの活用を申し出ます。 
 

記 
 

被 保 険 者 番 号               

氏   名               申出者と同じ 

蓄 積 評 価 ポ イ ン ト 数             （Ａ） 
（この手帳で獲得したポイント数） 

        ポイント 

活 用 希 望 ポ イ ン ト 数             （Ｂ） 
（口座振込を希望するポイント数） 

        ポイント 

差し引き残高ポイント数             （Ａ－Ｂ）        ポイント 

 

   振り込み依頼先口座 

 銀行・信金

信組・農協

 本店・支店

出張所 

預金の種類 
１ 普通 

２ 当座 
口座番号 

 

口座名義人 
（カタカナ） 

 

キ 
リ 
ト

リ

セ

ン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

介護支援ボランティア登録申請書 

本人⇒稲城市社会福祉協議会 

 
平成  年  月  日 

 
 

介護支援ボランティア登録申請書 

 

私は、下記のとおり介護支援ボランティアとして登録を申請します。 

なお、活動を通して知り得たことは、口外いたしません。 

 

 

※１生年月日 65 歳以上の方が対象です。 

※２介護保険被保険者番号 空欄の場合は稲城市社会福祉協議会 

が市に照会することを認めます。 

(ふりがな) 

名  前 

 

         

         

 

住  所 

 

 

 

 

電  話 

 

 

 

 

生年月日 ※１ 

 

 

 

 

介護保険被保険者 

番号 ※２ 

 

 

 

 

キ 
リ 
ト

リ

セ

ン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

介護支援ボランティア活動先一覧 

団体・事業所名 電話番号 住所 
特定非営利活動法人 

支え合う会 みのり 
３７８－８７５７ 矢野口３６４－３ 

有料老人ホーム 

S アミーユ稲城矢野口 
３７０－３７００ 矢野口１６７４-1 

ケアハウス 

ハーモニー松葉 
３７０－８１６０ 矢野口１８０６ 

特定非営利活動法人 

稲城・なごみの家 
３７９－４５３６ 東長沼６１７－１ 

有料老人ホーム 

ペアウェル多摩川 
３７７－５７７０ 東長沼６６５ 

有料老人ホーム 

ニチイホーム 稲城 
３７０－３５８１ 東長沼６９６ 

稲城市柔道接骨士師会 

デイサービス 

介護支援センターいなぎ 
４０１－８７５５ 

東長沼１１７４-１ 

リベラルハイツ１０１ 

特別養護老人ホーム 

いなぎ苑 
３７９－５５００ 百村２５５ 

いなぎ苑 

みさわ川サービスセンター 
３７０－８３５５ 東長沼１７４１－１ 

特定非営利活動法人 

はじめのいっぽ 
090-4831-5060 

坂浜５３９－１１ 

コーポソレイユ 
特別養護老人ホーム 

ひらお苑 
３３１－５６６６ 平尾２－４９－２０ 

平尾ベルの会 
３３１－２７３１ 

（大石宅） 

平尾３－７－５ 

50 号棟集会室(第 2,4 木)

64 号棟集会室(第 1,3 火)
特別養護老人ホーム 

いなぎ正吉苑 
３３１－２００１ 平尾１１２７－１ 

やのくち正吉苑 ３７０－２２０２ 矢野口１８０４－３ 

正吉苑ミニデイサービス 

押立の家 
３７０－２２０２ 押立７２８－８ 

有料老人ホーム 

ベストライフたま 
３５０－７２１０ 平尾１２５０ 

NPO ふれあい広場 

ポーポーの木 
３７９－３３７３ 

向陽台５－１０ 

リベレ向陽台３－１０４ 

通所介護事業所 

アクアメイト稲城 
３７０－０５８０ 向陽台６－８ 

老人保健施設 

ヒルトップロマン 
３３１－３０３０ 若葉台３－７－１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
― メモ ― 



 

 

 

 
 



 

 

ボランティア活動保険 領収書貼付欄 
 

※ボランティア活動保険の領収証は紛失しないよう、 

こちらに貼付してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市福祉部高齢福祉課介護保険係 
            稲城市東長沼 2111 

                  電話：042-378-2111（内線：282・283） 

                      ファックス：042-378-5677 

 

社会福祉法人 稲城市社会福祉協議会 
              稲城市百村 7 稲城市福祉センター内 

                                 電話：042-378-3366 

                                       ファックス：042-378-4999 
© K.Okawara・Jet Inoue 



介護支援ボランティア視察受入状況（２３報告書用 視察受入状況：平成１９

年７月以降～平成２５年３月末までのもの） 
  日付 訪問団体 職種 人数 

1 19.07.19 青森県八戸市  職員 3 

2 19.08.23 大阪府茨木市  議員 3 

3 19.08.28 愛知県稲沢市  職員 3 

4 19.08.30 愛知県豊橋市  職員 4 

5 19.08.31 東京都世田谷区  職員 2 

6 19.09.21 岡山県  職員 1 

7 19.10.03 鳥取県米子市  議員 9 

8 19.10.04 福岡県介護保険広域連合 職員 2 

9 19.10.11 大阪府柏原市  議員 3 

10 19.10.12 熊本県人吉市  議員 10 

11 19.10.15 三重県桑名市  議員 3 

12 19.10.18 神奈川県南足柄市  職員 5 

13 19.10.24 岐阜県多治見市  議員 8 

14 19.10.24 福島県喜多方市  職員 1 

15 19.10.25 新潟県燕市  議員 9 

16 19.10.31 沖縄県宜野湾市  議員 10 

17 19.11.01 東京都調布市  議員 1 

18 19.11.05 愛媛県八幡浜市  議員 9 

19 19.11.07 岡山県岡山市  議員 14 

20 19.11.13 愛知県刈谷市  議員 2 

21 19.11.14 愛知県一宮市  議員 12 

22 19.11.16 民主党東京都第 22 区総支部 議員 18 

23 19.11.19 東京都清瀬市  議員 1 

24 19.11.19 神奈川県横浜市  職員 2 

25 19.11.20 岡山県井原市  職員 2 

26 19.11.22 福島県郡山市  職員 1 

27 19.12.20 大分県別府市  議員 1 

28 20.01.24 京都府宇治市  議員 12 

29 20.01.31 静岡県伊東市  議員 1 

30 20.02.05 新潟県三条市  議員 5 

31 20.02.06 香川県観音寺市  議員 2 

32 20.02.13 大阪府吹田市  議員 11 

33 20.02.14 兵庫県西宮市  議員 1 

34 20.02.14 福岡県福岡市  議員 1 

35 20.02.20 東京都  職員 3 

36 20.02.25 東京都八王子市  職員 3 

37 20.03.06 山口県下関市  職員 2 

38 20.05.09 神奈川県藤沢市  職員 9 

39 20.05.12 東京都東久留米市  議員 2 

40 20.05.15 鹿児島県奄美市  議員 8 

41 20.05.21 富山県小矢部市  議員 6 

42 20.05.22 群馬県太田市  議員 4 

43 20.05.29 厚生労働省（東京都）  職員 10 



44 20.06.13 愛知県春日井市  職員 2 

45 20.06.30 東京都清瀬市  職員 4 

46 20.07.01 公明党高齢者ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄＰＴ 議員 6 

47 20.07.04 香川県東かがわ市  議員 7 

48 20.07.09 静岡県牧之原市  職員 6 

49 20.07.10 岩手県北上市  議員 9 

50 20.07.25 厚生労働省（東京都）  職員 1 

51 20.07.28 神奈川県横須賀市  職員 2 

52 20.07.29 奈良県香芝市  議員 3 

53 20.07.30 千葉県印西市  議員職員 7 

54 20.07.31 鹿児島県霧島市  職員 4 

55 20.07.31 鹿児島県  職員 2 

56 20.08.04 岐阜県羽島市  議員 10 

57 20.08.18 東京都新宿区  議員 2 

58 20.08.18 愛知県北名古屋市  議員 6 

59 20.08.20 岐阜県関市  議員 10 

60 20.08.22 宮崎県議会  議員 13 

61 20.08.25 群馬県邑楽郡明和町  職員 2 

62 20.08.25 山梨県甲府市  職員 3 

63 20.08.25 静岡県磐田市  職員 3 

64 20.09.09 静岡県掛川市  職員 2 

65 20.09.30 青森県三戸郡五戸町  議員 8 

66 20.10.02 静岡県掛川市  議員 11 

67 20.10.06 北海道余市町  議員 7 

68 20.10.07 千葉県浦安市  職員市民 12 

69 20.10.15 広島県福山市  職員 4 

70 20.10.20 愛知県尾張旭市  職員 3 

71 20.10.22 北海道帯広市  職員 2 

72 20.10.23 岩手県盛岡地区福祉連絡協議会 職員 12 

73 20.10.31 岐阜県可児市  議員 8 

74 20.10.31 千葉県流山市  職員 2 

75 20.11.13 埼玉県比企郡鳩山町  議員町長 15 

76 20.11.13 北海道苫小牧市  職員 1 

77 20.11.17 東京都立川市  議員 2 

78 20.11.18 東京都板橋区  議員 2 

79 20.11.18 千葉県成田市  議員 1 

80 20.11.18 千葉県香取市  議員 2 

81 20.11.26 鳥取県鳥取市  議員 8 

82 20.11.28 山形県天童市  職員 2 

83 21.01.14 長野県上伊那地方事務所 職員 1 

84 21.01.26 長野県千曲市  議員 6 

85 21.02.02 長野県長野市  議員 2 

86 21.02.03 愛知県東浦町  議員 2 

87 21.02.03 愛知県阿久比町  議員 1 

88 21.02.04 東京都杉並区  議員 1 

89 21.02.06 岩手県八幡平市  議員 6 

90 21.02.10 京都府久御山町  議員 2 



91 21.02.10 京都府精華町  議員 2 

92 21.02.16 和歌山県九度山町  議員 11 

93 21.02.19 兵庫県加古郡稲美町  議員 3 

94 21.02.20 沖縄県宜野湾市  職員 2 

95 21.02.25 熊本県水俣市  職員市民 4 

96 21.02.26 千葉県多古町  民生委員 31 

97 21.04.03 大阪府交野市  議員 1 

98 21.04.17 鹿児島県鹿児島市  議員 1 

99 21.04.22 東京都調布市  職員 3 

100 21.04.30 千葉県我孫子市  議員 3 

101 21.05.12 埼玉県新座市  議員 4 

102 21.05.20 北海道苫小牧市  議員 2 

103 21.05.21 大阪府大阪狭山市  議員 2 

104 21.06.11 山口県山陽小野田市  社協職員 1 

105 21.07.03 秋田県鹿角市  議員 5 

106 21.07.15 静岡県袋井市  職員・社協職員 2・社協 1 

107 21.07.30 埼玉県  職員 3 

108 21.080.3 山口県周南市  議員 5 

109 21.08.05 神奈川県相模原市  職員 5 

110 21.08.06 茨城県土浦市  職員 4 

111 21.08.31 三重県桑名市  職員 5 

112 21.09.04 埼玉県川口市  職員 2 

113 21.10.05 香川県高松市  議員 13(他随 2) 

114 21.10.07 鹿児島県薩摩川内市  議員 9(他随 1) 

115 21.10.09 佐賀県佐賀市  職員 1 

116 21.10.14 京都府八幡市  議員 7(他随 2) 

117 21.10.16 滋賀県彦根市  議員 4(他随 2) 

118 21.10.23 東京都北区  議員 2 

119 21.10.27 兵庫県加古川市  議員 8(他随 1) 

120 21.10.28 滋賀県草津市  議員 8(他随 2) 

121 21.11.05 沖縄県浦添市  議員 8(他随 1) 

122 21.11.06 福岡県北九州市  議員 2 

123 21.11.11 山口県下松市  議員 7(他随 1) 

124 21.11.16 広島県安芸郡府中町  議員 6(他随 2) 

125 21.11.16 山梨県富士吉田市  職員 8 

126 21.11.17 新潟県柏崎市  議員 7(他随 2) 

127 21.11.20 愛知県江南市  議員 1 

128 21.11.20 静岡県焼津市  職員 2 

129 21.12.10 秋田県大曲仙北広域市町村県組合 職員 9 

130 22.01.22 愛媛県新居浜市  議員 1 

131 22.01.27 山形県三川町  議員 6 

132 22.01.28 愛知県小牧市  議員 3 

133 22.02.01 京都府長岡京市  議員 3 

134 22.02.10 福島県郡山市介護保険運営協議会 委員 8（他随 2） 

135 22.02.16 神奈川県大和市  職員 2 

136 22.02.22 宮城県柴田町  職員 2 

137 22.03.30 北海道旭川市  議員 1 



138 22.04.16 広島県東広島市  議員 2 

139 22.04.20 島根県浜田市  議員 9(他随 1) 

140 22.04.27 埼玉県所沢市  議員 3 

141 22.05.11 岩手県盛岡市  議員 11(他随 3) 

142 22.05.12 滋賀県長浜市  議員 2 

143 22.05.12 愛知県刈谷市  議員 2 

144 22.05.14 埼玉県伊奈町  議員 8 

145 22.05.18 山梨県北杜市  職員・社協職員 計 10 

146 22.05.19 沖縄県石垣市  議員 7(他随 1) 

147 22.05.27 埼玉県鳩山町  職員・社協職員 2・社協 2 

148 22.07.15 愛知県豊川市  議員 11(他随 2) 

149 22.07.21 滋賀県守山市  職員 7 

150 22.07.26 静岡県島田市  職員・社協職員 3・社協 1 

151 22.07.27 宮城県岩沼市  議員 3 

152 22.07.28 広島県安芸高田市  職員・社協職員 1・社協 1 

153 22.07.28 愛媛県新居浜市  議員 7(他随 2) 

154 22.07.30 埼玉県さいたま市  市長・職員 5 

155 22.08.02 京都府八幡市  議員 2 

156 22.08.02 京都府木津川市  議員 1 

157 22.08.02 京都府京田辺市  議員 2 

158 22.08.04 奈良県葛城市  議員 6(他随 2) 

159 22.08.05 長崎県長崎市  議員 1 

160 22.08.05 青森県八戸市  職員 1 

161 22.08.10 神奈川県平塚市  職員 2 

162 22.08.18 岐阜県各務原市  議員 3 

163 22.08.19 山形県河北町  議員 8(他随 3) 

164 22.08.20 埼玉県越谷市  職員・社協職員 4・社協 4 

165 22.10.18 福岡県大牟田市  議員 5 

166 22.11.01 長崎県大村市  議員 5(他随 1) 

167 22.11.04 埼玉県越谷市  議員 1 

168 22.11.04 宮崎県宮崎市  職員 1 

169 22.11.05 東京都国分寺市  職員 3 

170 22.11.12 滋賀県近江八幡市  議員 10(他随 3) 

171 22.11.15 埼玉県吉川市  職員・社協職員 3・社協 2 

172 22.11.16 岐阜県垂井町  議員 6(他随 3) 

173 22.11.18 滋賀県大津市  議員 11 

174 22.11.19 愛知県豊田市  職員 1 

175 22.11.24 岩手県釜石市  議員 2 

176 22.11.24 岩手県花巻市  議員 1 

177 22.12.02 北海道幕別町  職員 2 

178 22.12.09 岩手県  職員 2 

179 22.12.22 高知県高知市  職員 3 

180 22.12.24 埼玉県新座市  
職員・社協職員 

社福職員 2・社協 1・社福 2 

181 23.01.19 沖縄県沖縄市  議員 7(他随 1) 

182 23.01.27 広島県尾道市  議員 1 

183 23.01.27 兵庫県姫路市  職員 2 



184 23.02.09 福島県いわき市  職員 2 

185 23.02.09 岐阜県美濃加茂市  議員 12 

186 23.06.07 宮崎県宮崎市  議員 6 

187 23.07.04 北海道札幌市  議員 5 

188 23.07.05 大阪府豊中市  議員 9(他随 1) 

189 23.07.06 静岡県藤枝市  職員 3 

190 23.08.04 静岡県浜松市  職員 2 

191 23.08.04 鹿児島県西之表市  職員 4(他県職員 1) 

192 23.08.05 福岡県北九州市  職員 2 

193 23.08.08 京都府城陽市  議員 7(他随 1) 

194 23.08.10 広島県呉市  議員 9(他随 2) 

195 23.08.24 鳥取県鳥取市  職員 2 

196 23.09.06 東京都多摩市  職員 2 

197 23.09.08 高知県  職員 2 

198 23.10.04 島根県松江市  議員 8(他随 1) 

199 23.10.07 長野県千曲市  議員 8(他随 1) 

200 23.10.07 大阪府豊中市  職員 2 

201 23.10.11 愛知県豊川市  議員 3 

202 23.10.13 石川県七尾市  議員 8(他随 1) 

203 23.10.12 岡山県新見市  議員 7(他随 2) 

204 23.10.19 新潟県燕市  議員 7(他随 1) 

205 23.11.01 埼玉県戸田市  議員 6(他随 1) 

206 23.11.09 滋賀県長浜市  職員 4 

207 23.11.10 北海道大雪地区広域連合 職員 5 

208 23.11.14 東京都三鷹市  議員 7(他随 2) 

209 23.12.20 群馬県伊勢崎市  議員 3 

210 23.12.22 愛知県半田市  議員 1 

211 24.02.07 兵庫県三木市  議員 3 

212 24.02.08 大分県中津市  議員 7 

213 24.02.16 愛知県豊田市  議員 1 

214 24.02.20 鳥取県倉吉市  議員 8 

215 24.02.21 栃木県足利市  議員 3 

216 24.03.08 福岡県古賀市  職員 1 

217 24.05.08 千葉県八街市  議員 14(他随 2) 

218 24.05.10 高知県高知市  議員 2 

219 24.05.16 東京都調布市  議員 1 

220 24.05.21 新潟県胎内市  議員 6(他随 1) 

221 24.05.28 愛知県春日井市  議員 2 

222 24.07.05 神奈川県伊勢原市  議員 7(他随 1) 

223 24.07.10 佐賀県伊万里市  議員 8(他随 1) 

224 24.07.13 神奈川県小田原市  職員 1 

225 24.07.19 北海道芽室町  職員 4 

226 24.07.19 北海道豊富町  職員 3 

227 24.07.23 兵庫県尼崎市  議員 4 

228 24.07.26 長野県長野市  議員 5 

229 24.07.30 秋田県横手市  議員 1 

230 24.08.10 大阪府摂津市  議員 6(他随 2) 



231 24.10.01 愛知県日進市  議員 1 

232 24.10.04 京都府福知山市  議員 6(他随 1) 

233 24.10.19 富山県魚津市  議員 6(他随 2) 

234 24.10.23 長野県坂城町・飯綱町・飯山市 議員 3 

235 24.11.07 山形県東根市  議員 4 

236 24.11.16 愛知県日進市  議員 3 

237 24.12.12 長崎県大村市  職員 1 

238 25.01.23 山形県鶴岡市  議員 3 

239 25.01.25 愛知県蒲郡市  議員 3 

240 25.01.30 茨城県牛久市  議員 6(他随 1) 

241 25.02.07 岩手県盛岡市  議員 2 

242 25.02.15 北海道恵庭市  職員 1 
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